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要旨 

 静岡大学教育学部附属島田中学校の保健体育科では、「運動を愛好し、健康な身体づくりに取り組む生徒」を育

てたい生徒像とし、主体的に運動する態度の育成をめざし、授業改善を重ねている。近年、体力の低下傾向に歯止

めが掛かっているが、苦手意識をもっている生徒が少なくない。保健体育科の教員として、苦手な生徒にも体を動

かすことの素晴らしさを味わってほしい。そこで本研究は、「共生」の視点に着目した授業づくりを行った。相手

を思いやり、互いに楽しもうとする環境づくりをすることで、保健体育科の目標である「生涯にわたって運動に親

しみ、豊かな生活を送る力の育成」に有効であると考える。 

 

１ はじめに                  

運動やスポーツは「する・みる・支える・知る」と

いった多様な関わり方ができ、それらに触れることで

生活が豊かになる。保健体育の授業においては、主に

「する」ことが多くなる。誰もが授業を通して、体を

動かす楽しさを知り、生涯にわたって運動に親しんで

ほしい。しかし、授業の中で苦手意識をもっている生

徒が過去の失敗経験等から「なるべく自分は関わらな

いようにしよう」という思いで積極的に活動できない

ケースが多い。これでは誰もが運動に親しむ力を身に

つけることができない。平成２９年に改訂された学習

指導要領には新たに「共生」という言葉が入った。 

学習指導要領（文部科学省,2018）には、「運動やス

ポーツとの多様な関わり方を重視する観点から、体力

や技能の程度、性別や障害の有無等にかかわらず、運

動やスポーツの多様な楽しみ方を共有することができ

るよう指導内容の充実を図ること。その際、共生の視

点を重視して改善を図ること」と示されている。「共

生」とは、他者との差異や異質を認め合い、かつ他者

との対立・緊張関係を維持しながら、社会的に平等で

調和的に生きていく豊かな関係を創出することである。

また、「共生体育」とは、「文化としてのスポーツを

学び合う中で、健康で豊かなスポーツライフを送ると

いう〈自由〉に拓かれ、全ての学習者の〈自由の相互

承認〉の感度を育む体育のこと」(梅沢,2020)である。

中学校のクラスには性別の差、運動が得意・苦手など、

いろいろな生徒がいる。このようなことを生徒が受け

入れ、運動の楽しさを全員で共有してほしいと考え、

本研究テーマを設定した。また、「共生」を意識した

授業を行うことで、思いやりの心を育成し、それが他

の生活にも良い影響を与えるのではないかと考える。 

２ 題材について 

 「生涯にわたって運動に親しむ」ことや「共生」を

めざす手立てとして、いくつかのことを実践した。 

Ⅰ－アダプテーションゲームの実施 

アダプテーションゲームとは、「勝利の不確定」を

保持するために対戦相手に応じて、ルールを調整

（adaptation）するゲームのことをいう(梅沢,2020)。

短時間の試合を行い、負けた方は自チームが有利にな

る、もしくは相手が不利になるようなルールを両チー

ムで議論して、再度試合を行うというものである。こ

こで大切なことが２つある。１つ目は、両チームの相

互理解のもと、ルールが調整されていくことである。

自分のチームが有利になることばかりを優先させてル

ールを決めてしまっては共生とは言えない。どちらが

勝つか分からず、互いに力を最大限発揮できるような

ルールを相互理解のもと設定していくことが必要であ

る。２つ目は、競技の特性を失わないことである。例

えば、ゴール型の種目で「全員パスを回してからシュ

ート」というルールを付け加えてしまうとゴール型特

有のスピード感が失われてしまう。また、ネット型で

ラリーが終わりにくいルールを付け加えてしまうとネ

ット型特有の空いた場所をめぐる攻撃をしても得点に

つながらず、相手のミスを待つばかりになってしまう。

そのため、競技の特性を失わないことも重要な要素の

一つである。 

「上手にプレーができない」や「（ペアやチームに）

貢献できない」という思いをもつ生徒がいても、アダ

プテーションゲームによって、「できない」が「でき

た」に変わったり、チームに貢献できたりすることで

運動の楽しさを味わうことできると考えられる。そし
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て、全員で楽しもうとすることがスポーツの良さであ

り、体育の授業での「共生の心の育成」につながると

考えられる。（図１） 

 

図１ アダプテーションゲームの説明 

 

Ⅱ－ニュースポーツの実践 

 本研究では、ニュースポーツを授業に取り入れた。

体育の実技書にはそれぞれの領域の代表的な種目の内

容が書かれているが、スポーツは数えきれないほどあ

り、現在も新たなスポーツが生まれている。ニュース

ポーツと呼ばれるものの多くは、「誰もが楽しめる」

といった観点で作られているものが多い。また、誰も

が経験のないスポーツを行うことで、生徒全員が同じ

ラインからのスタートとなる。これらのことから「共

生体育」に適していると考え、実施した。本研究の実

践授業では、「ファミリーバドミントン」と「プレル

ボール」の実践を行った。 

ファミリーバドミントンは、「各チーム３名がコー

トに入り、２回以内で相手コートに返す」、「ラケッ

トのシャフトが短いため、手のひらで打つ感覚でボー

ルを打てる」、「スポンジボールにバドミントンの羽

根をつけているため、スピードが抑えられ、初心者で

もラリーが続く」、「下向けにボールを打つこと（ス

マッシュ等）が禁止されている」という点で多くの人

が親しみやすいスポーツである。また、バレーボール

のようにボールをつなぐことができるため、作戦の立

て方も重要になってくる。このように、用具が扱いや

すいことや仲間と多くの関わりが必要になることから、

体育の授業にも最適であると考える。 

プレルボールは、西ドイツで考案された生涯スポー

ツで、高さ約 40 ㎝のネットで隔てられた２つのコー

トで行うゲームである。味方にパスをしたり、相手コ

ートに返球したりする際、ボールを地面に打ちつける

ようにしてワンバウンドさせるところにゲームの特徴

がある。ボールを床に落下させてはいけないバレーボ

ールに比べると、プレルボールはパス回しやラリーを

続けることが比較的容易なので、ゲーム移行がスムー

ズにでき、ネット型に不慣れな生徒も参加しやすいと

考えられる。 

プレルボールはバレーボールを行うための前段階で

扱う種目として用いることがある。小学校の授業とし

て取り入れられることが多いが、本研究で授業実践し

た学級では経験したことがある生徒は１名であった。

よって、初めて経験する生徒も多く、得意・不得意と

いった先入観がなく、新鮮な気持ちで学習に入ること

ができるという点でも、教材として価値があると考え

られる。 

Ⅲ－チーム編成の工夫 

本研究のチーム編成は全て教室の席で決めた。他教

科の授業でも行っている小集団活動（４人組）でチー

ムを組んで授業を実施した。本校の保健体育の授業で

は、チーム（グループ）編成の時は教室の席で決めて

いる。球技のゴール型やネット型、またはダンスなど

の少人数（６人以下）のチームを組む時は、基本的に

教室内の生活班（６人班）や小集団活動を行う際に組

んでいる班（４人班）を利用している。生活班や小集

団の班の仲間が普段の生活で一番身近にいる存在であ

り、話し合いや何かを行う時はこの組織で行うことが

多い。同様に体育でも、チーム編成を班で行うことに

より、他教科では班員に教えてもらったことがある生

徒も体育になれば教える側になることができたり、仲

間の新たな一面を知ることができたりするなど、体育

の授業が今後の生活に生きてくると考えたからである。 

時には、授業で行っている競技の経験者が偏ってし

まうことがある。そのような時は、生徒たちに「他の

チームと試合を行い、勝とうと努力はするが勝敗が全

てではない。試合を通じて、何ができるようになった

か。どれだけチームとして成長することができたかが

大切」ということを伝えている。「共生体育」を実現

する上で、身近な班でチーム編成を行うことは大切で

はないかと考える。 

 

３ 授業実践 

（１）「ファミリーバドミントン」の授業実践 

実践場所：静岡大学教育学部附属島田中学校 

実践日時：令和３年１月～２月 

対象生徒：第２学年３学級 計 108 名 

 (男子 50 名 女子 58 名) 

①授業の概要 

「ファミリーバドミントン」の授業で「アダプテーシ

ョンゲーム」を用いた授業を行った。 

他の授業でも行っている小集団活動のグループ（４

人）でチームを組んだ。ファミリーバドミントンは１

チーム３人のため、ローテーションをする際、順番で

１人ずつ休みの生徒を設けることとした。試合は１試

合４分とし、時間内に多く得点を取ったチームが勝利

とした。 
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表１ ファミリーバドミントンのルール 

 

② 単元計画 

単元計画は表２の通りである。 

表２ 単元計画 

時 授業内容 

第
１
時 

○ファミリーバドミントンを知ろう 

・ファミリーバドミントンの基本用語や 

技術、ルールを理解する。 

・ラケットやシャトルを実際使ってみる。 

第
２
時 

○サーブとハイクリアーを覚えよう 

・サーブを練習し、どうしたら確実にサーブ

を入れることできるかを考える。 

・ハイクリアーの練習をし、どうしたら遠く

までシャトルを飛ばすことができるかを

考える。 

第
３
時 

○ローテーションを理解し、ゲームをやって

みよう 

・実際にゲームをやってみることでローテー

ションの回り方やタイミングを理解する。 

第
４
時 

○自分やチームの課題を見つけよう 

・「定位置」と「連携」に着目して、個や集

団の課題に気づき、チームメイトに伝え

る。 

第
５
時 

○チームの組織力を高めよう 

・チームで共有する「約束事」をできる限り

考え、仲間に伝えたり、実践してみたりす

る。 

第
６
時 

○アダプテーションルールを考えよう 

・アダプテーションルールを考え、他者に提

案することができる。 

第
７
時
～
第
９
時 

○アダプテーションルールを実践してみよ

う 

・前時までに考えたルールを実践したり、前

時に実践してみたルールを修正して実践

したりすることで、よりよいアダプテーシ

ョンルールを考えることができる。 

③単元目標 

〇球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その

運動に関連して高まる体力などについて理解してい

る。              （知識及び技能） 

○ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによ

って、空いた場所をめぐる攻防をすることができる。                                 

（知識及び技能） 

○攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や

仲間の考えたことを他者に伝えている。  

（思考力・判断力・表現力等） 

○積極的に取り組むとともに、フェアなプレーを守ろ

うとしたり、作戦などについて話し合いに参加しよ

うとしたりする。   （学びに向かう力、人間性） 

〇一人一人の違いに応じたプレーなどを認めようとし

たり、仲間の学習を援助しようとしたりしている。

また、健康・安全に気を配っている。   

（学びに向かう力、人間性等） 

 

④授業展開と生徒反応 

 第１時に「ファミリーバドミントン」という競技を

知ることから始まった。既習事項として、レクリエー

ション程度ではあるが、バドミントンのラケットやシ

ャトルに触れる活動はしていた。そのため、ファミリ

ーバドミントンのラケットやシャトルを扱う際にも抵

抗なく入ることができた。ラケットのシャフトが短い

ため、全生徒がラケットにシャトルを当てることがで

きた。 

 第２時ではサーブとハイクリアーの練習を行った。

ネット型において、サーブが入らなければ試合をする

ことができない。また、ハイクリアーを上手に打てな

ければ、ネット型で学習させたい「空いた場所をめぐ

る攻防」ができない。よって、授業で最低限必要な技

能を身につけた。 

 第３時～第５時はゲーム中心の授業を行った。ファ

ミリーバドミントンはローテーションがあるため、事

前に学習し、実際に試合をしながら動きを確認した。

繰り返しゲームをしていく中で、より良いポジション

について話したり、チームの課題が出てきたりしたの
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で、それについて話し合った。また、チームで共有す

る「約束事」を決めるなど、作戦を考えることでチー

ムの力を高めた。 

 第６時では、アダプテーションゲームのルールを考

えた。第３時～第５時で試合をした際に、「このよう

なルールがあったら全員が楽しめる」と感じたルール

について話し合った。（図２） 

 

 

図２ 生徒が考えたアダプテーションルール 

生徒は、以下のようなルールが考えた 

表３ 生徒が考えたアダプテーションルール 

サーブ 

・不安定な生徒のために、サービスライ

ンから前でのサーブを許可する。 

・サーブミスをして良い回数を設ける。 

・サーブはどこに打っても良い。 

・連続得点をしたら、サービスの生徒を

交代する           等 

ローテー

ション 

・ローテーションを行わない。 

 （交代は必ず行う）      等 

ルール 

・下に打つショットを許可する。 

・３回以上つないで返球しても良い。 

・男子の返球禁止。 

・後衛の移動制限をなくす。   等 

 第７時～第９時で実際に考えてみたルールを加えて

アダプテーションゲームを行った。 

 ９つのチームを３つのグループに分け、毎時間同じ

チームと総当たり戦を行った。１試合４分の試合を行

い、結果や活動内容を振り返り、より全員が楽しめ、

試合に参加できるためにはどんなルールの工夫が必要

がを話し合った。その内容を次時の授業で実践し、試

合終了後に振り返るという流れを行った。 

 

図３ ルールを考えている様子 

一例ではあるが、各グループが話し合ったアダプテー

ションルールの振り返りは下の表の通りである。 

表４ アダプテーションルールを振り返って 

＜アダプテーションルール＞ 

サーブをどこに向けて打っても良い 

（本来は後衛の右側の人に打つ） 

＜良い点＞ 

・サーブが不安定な生徒

も入れることができ

る。 

・サーブの失点が減っ

た。 

＜改善点＞ 

・サーブを打てる範囲が

広いので、攻撃的なサ

ーブが打つことがで

きる。 

 

 

＜振り返りを経て＞ 

・サーブが苦手な生徒のみ、このルールを適用した

方が良いのではないか。 

 

＜アダプテーションルール＞ 

ラリーが往復する度、得点が１点増える 

（例：１０回ラリーした後に得点 → ３点） 

＜良い点＞ 

・ラリーをするようにな

り、たくさんの生徒が

関われる。 

＜改善点＞ 

・１回の得点が多くな

り、点差が開いてしま

うことがある。 

 

 

＜振り返りを経て＞ 

・全員が楽しめると感じる生徒が多い。 

・点差が開いてしまうことがあるが、逆転の要素が

あるので、良いのではないか。 
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＜アダプテーションルール＞ 

下向きに打っても良い 

＜良い点＞ 

・ルールがわかりやすく

なった。 

・スピード感が増した。 

＜改善点＞ 

・スマッシュに対応でき

ない生徒がいる。 

・プレーする生徒が限ら

れてしまう。 

 

 

＜振り返りを経て＞ 

・女子のみ「スマッシュあり」にするのが面白いの

ではないか。 

 男女混合でチームスポーツを行うと、男子のみがプ

レーしてしまうようなケースも少なくない。ただ、「共

生」という意識をもって授業に取り組むことで「全員

で楽しむ」ということや「苦手な生徒へ配慮をしよう」

ということができるようになり、チーム全員で協力し

てプレーしようという姿が見られた。 

 アダプテーションゲームは相手によって状況が違う

ため、どのグループも共通して適応できるルールはな

い。よって、正解はないが、だからこそ、みんなで話

し合って最適な環境を整えようとすることは大切なの

ではないか。それをすることで、技能を高めたりチー

ムの作戦を考えたりする中で、全員が笑顔でプレーを

することができた。 

 

（２）「プレルボール」の授業実践 

実践場所：静岡大学教育学部附属島田中学校 

実践日時：令和３年 11 月～12 月 

対象生徒：第１学年３学級 計 108 名 

 (男子 55 名 女子 53 名) 

①授業の概要 

「プレルボール」の授業で「アダプテーションゲー

ム」を用いた授業を行った。他の授業でも行っている

小集団活動のグループでチームを組んだ。プレルボー

ルは１チーム３人のため、順番で１人ずつ休みの生徒

を設けることとした。試合は１試合４分とし、時間内

に多く得点を取ったチームが勝利とした。バレーボー

ルで使用するボールを授業で使った。 

授業で行ったプレルボールのルールの詳細は下の表

の通りである。 

表５ 授業で行ったプレルボールのルール 

 

② 単元計画 

単元計画は表６の通りである。 

表６ 単元計画 

時 授業内容 

第
１
時 

○プレルボールを知ろう 

・プレルボールの基本用語や技術、ルールを

理解する。 

・プレルボールの基本動作を行ってみる。 

第
２
時 

○ゲームをやってみよう 

・実際にゲームを行うことでルールを理解す

る。 

・ゲームを行いながら、チームの課題に気づ

くことができる。 

第
３
時 

○最適なプレーを見つけよう 

・ドリルゲームを通して、相手に返球するた

めの技能を高める。 

・タスクゲームを通して、効率的な返球の仕

方を考え、仲間に伝えたり、実践してみた

りする。 

第
４
時 

○自分たちの試合を客観的に見てみよう 

・試合の様子を録画し、客観的に見ることに

よって、気づいた作戦や課題の改善方法を

仲間に伝えることができる。 

第
５
時 

○チームの組織力を高めよう 

・チームで共有する「約束事」をできる限り

考え、仲間に伝えたり、実践してみたりす

る。 
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第
６
時 

○アダプテーションゲームを理解しよう 

・アダプテーションゲームを理解し、ルール

の調整としてどのような案があるか考え、

他者に伝える。 

第
７
時
～
第
９
時 

○アダプテーションルールを実践してみよ

う 

・前時までに考えたルールを実践したり、前

時に実践してみたルールを修正して実践

したりすることで、よりよいアダプテーシ

ョンルールを考えることができる。 

③単元目標 

〇球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その

運動に関連して高まる体力などについて理解してい

る。             （知識及び技能） 

○ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによ

って、空いた場所をめぐる攻防をすることができる。                        

（知識及び技能） 

○攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や

仲間の考えたことを他者に伝えている。  

（思考力・判断力・表現力等） 

○積極的に取り組むとともに、フェアなプレーを守ろ

うとしたり、作戦などについて話し合いに参加しよ

うとしたりする。 

（学びに向かう力、人間性） 

〇一人一人の違いに応じたプレーなどを認めようとし

たり、仲間の学習を援助しようとしたりしている。

また、健康・安全に気を配っている。 

（学びに向かう力、人間性等） 

④授業展開と生徒反応 

第１時に「プレルボール」という競技を知ることか

ら始まった。試合を行っている動画を見せ、ルールを

説明しながら、学習をした。その後、実際にチームご

とでプレーを行った。片手でバウンドして相手にパス

をするという動作は中学生にとっては難しくない動作

なので、すぐに慣れることができた。 

第２時～第３時は基本技能を高めることや、タスク

ゲームを行いながら、ネット型で学習させたい「空い

た場所をめぐる攻防」ができるための技能を高めるこ

とを行った。 

 第４時～第５時はゲーム中心の授業を行った。また、

繰り返しゲームをしていく中で、より良いポジション

について話したり、チームの課題が出てきたりしたの

で、それについて話し合った。また、チームで共有す

る「約束事」を決めるなど、作戦を考えることでチー

ムの力を高めた。 

 第６時では、アダプテーションゲームを理解し、実

際に自分たちが行う際にどんなルールがあれば、全員

がより楽しむことができるかを考えた。生徒が考えた

ルールは下の表の通りである。 

表７ 生徒が考えたアダプテーションルール 

 

第７時～第９時で実際に考えてみたルールを加えてア

ダプテーションゲームを行った。 

 試合の流れは、４分間の試合をし、試合の結果から

アダプテーションルールを考え、再度試合を行う。そ

して、最後に振り返るという流れで構成した。（図４） 

 ９チームあるので、１回の授業で２～３試合行い、

全チームと一度は試合ができるようにした。 

 

図４ アダプテーションゲームの授業の流れ 

１つのグループのアダプテーションゲームは下の図

のようになった。 
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 図５ ＢチームとＨチームの取り組みの様子① 

１回目の試合はＢチームが１点、Ｈチームが８点と

なり７点差でＨチームが勝利した。 

 この後の話し合い活動は次の通りである。 

Ｈチームがいつも同じ生徒が３回目の返球する作戦

を行っていた。その生徒の返球が強く対応が難しかっ

たため、負けたＢチームはその生徒のアタックを禁止

するというアダプテーションルールを考えた。それに

Ｈチームも承諾した。 

 

図６ ＢチームとＨチームの取り組みの様子② 

ルールを調整し、再度試合を行ったらＢチームが８

点、Ｈチームが点でＢチームが勝利した。１回目の試

合では勝っていたＨチームが負けてしまった。ただ、

いつもと違う形で攻撃をしなければならないというこ

とにより、試合中のコミュニケーションが増えたり、

１点を取った時の喜びが大きくなったりして、全員で

ゲームを楽しむことができた。 

 プレルボールは比較的高い技能を必要とする種目で

はない。また、３回で返球をする際に必ず全員が１回

ずつプレーしなければいけないというルールがある。

よって、「全員が関わる」という点で非常に良い教材

と考えられる。 

 

４ おわりに(考察と課題) 

本研究では、①アダプテーションゲームの実施、②ニ

ュースポーツの実施、③チーム編成の工夫の３点を手

立てに、共生の視点から生涯にわたって運動に親しみ、

豊かな生活を送る力の育成を目指した。 

①アダプテーションゲームの実施 

 本研究で行った授業の単元目標として、「一人一人

の違いに応じたプレーなどを認めようとしたり、仲間

の学習を援助しようとしたりしている」という文言を

入れた。体育の授業は、勝利至上主義ではない。チー

ムに一人、秀でた技能をもった生徒がいて、その生徒

だけで得点を取り続け試合に勝ったとしても、そのチ

ームが得たものは少ないだろう。体育の授業は、チー

ムの仲間とどのように協力してチームの力を高めてい

くかが大切である。例え、負けてしまった試合でもチ

ームで成長を感じられる内容であれば価値のある時間

になる。 

 しかし、互いに思いやりの気持ちをもっていたとし

ても技能の低い生徒にとっては失敗をしてしまうこと

への恐怖心は拭えない。そこで、アダプテーションゲ

ームによって誰もが楽しめるルールに変えることで安

心してプレーすることができる。 

 また、教師側としてもアダプテーションゲームは価

値のある授業と言える。今回のネット型の種目で言え

ば、単元目標に「ボールや用具の操作」という文言が

ある。通常ルールで行うと「知識及び技能」の評価で

Ｃを付けざるを得ない生徒もアダプテーションゲーム

でルールを工夫したからこそ見ることができた良い技

能がある。また、プレルボールにおいてもルールを調

整したからこそ、アタックを打つ場面を見ることがで

きた生徒もいた。生徒側は、「できない」から「でき

る」に変わったことや、今までにない形でチームに貢

献できたこともあり、とても嬉しい表情を見せる場面

が多かった。指導する教師側としても、運動を楽しん

でいる面でも評価の面でも良かったと言える。 

実践の授業では、ルールを調整することが中心の活

動になってしまったことが課題に挙げられる。ただ、

アダプテーションゲームの意義を知り、他の種目で生

かすことができる土台をつくったことが良かった。 

よって、共生の視点から考える授業づくりにおいて、

アダプテーションゲームは大変有効であったと言える。 

②ニュースポーツの実践 

 学校体育において、運動が苦手な生徒に対しての配

慮はこれまでにもたくさんされている。例えば、Mikasa

社で販売されている「スマイルボール」がその一つと

言える。バレーボールやサッカーボールなど、重さや

体に当たると痛い等の理由でスポーツから敬遠してし

まう子どもたちにとってはこれがあるとマイナスのイ

メージをもたずにプレーすることができる。 

 同様に、ニュースポーツも共生の視点から考えると

有効であると感じた。生涯スポーツの観点からルール

等を作られている競技が多く、誰にでも親しみやすい

のが特徴である。実際に体育の授業で取り入れてみる

と「できない」と悩んでしまう生徒が少なかった。だ

からこそ、誰もが安心してプレーができる。運動量が

少なくなる傾向があるのが課題ではあるが、生徒に体

を動かすことの魅力を伝えるには効果的であると感じ

た。 

③チーム編成の工夫 
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 本校では、本研究以外の授業でもグループ分けを生

活班（６人）または小集団活動の班（４人）で行って

いる。普段から、多くコミュニケーションを取ってい

る仲間だからこそ、初めてのゲームの時にも声をかけ

合うことができる。 

 保健体育の授業において、基本技能を身につけてい

る時に教師側が全員の技能をチェックし、平等になる

ように分けるような授業もやり方の一つとしてある。

ただ、共生の視点から考えても、いつも身近にいる仲

間と支えあうことや高め合うことで絆が深まる。それ

が他の学校生活で生かされることができれば、より価

値のある体育の授業になると言える。 

 ただ、各グループの技能差が生まれてしまうことは

否めない。そこで大切なのは教師の声掛けである。「勝

ち負けではなく、チームとして何ができるようになっ

たか。授業を通して、どんなところが成長したか。そ

れが大切である」ということを伝え続け、生徒に意識

させ続けたい。 

 「共生体育」を実現させるために、生徒が誰とチー

ムを組んでも楽しく体を動かすことができる土台をつ

くることは必要である。 

 

本研究では「共生」に着目した授業づくりとして、

アダプテーションゲームを使った授業を行った。性別

の差、運動が得意・苦手など、いろいろな生徒がいる。

このようなことを生徒が受け入れ、運動の楽しさを全

員で共有することが現代の体育には必要ではないかと

考える。 

今後も、体育の目標である生涯にわたって健康を保

持・増進し、豊かなスポーツライフを実現するために。

より有効な手立てを検証していきたい。 
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